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続・「E ブック」が離陸しないのはなぜか？ 
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専用端末が必要 
先月号で、「E ブック」がなかなか普

及しない最大の原因は、それを提供して

いる企業ごとにファイル形式が違うため

だと記した。しかし、E ブックが広く一

般に普及するためのハードルはこれだけ

ではない。 
E ブックには、米国のアマゾンやソニ

ーのもののように主として専用の端末で

読むものと、シャープの「XMDF」やボ

イジャーの「ドットブック」のようにパ

ソコンやスマートフォンで読むものがあ

る。 
自宅でパソコンの画面で読めればいい

と言う人もいるかもしれない。しかし、

新聞や雑誌の記事を読むのはこれでよく

ても、長編小説を読むときは、やはりソ

ファーにゆったり座って読みたいと言う

人が多いのではなかろうか。また、飛行

機の中や避暑地の木陰で読みたい人も多

いだろう。そういう人の中にはスマート

フォンの画面でいいと言う人もいるかも

しれない。しかし、スマートフォンの 3
～4 インチの画面では文庫本の 1 ページ

も収まらず、これでは読む気にならない

という人が多いだろう。 
ソニーやアマゾンの E ブック専用端末

は、画面の対角線が 6 インチ（約 15cm）

でほぼ文庫本のサイズである。E ブック

用としてはこの程度の大きさが最低限必

要だろう。両端末とも、一般のスマート

フォンなどと違い、画面には「E インク」

という技術を使い、紙の本と同じように

明るい屋外でも読みやすいようになって

いる。こうした配慮も E ブック用の端末

には望まれる。 
日本のXMDFやドットブックのEブッ

クにはこういう専用端末が用意されてい

ない。これもこれらの E ブックの普及を

妨げている一因と思われる。 

 

ホメロスから新刊書まで 

E ブックは、紙の本に比べて保管スペ

ースをとらず、本棚や書庫が不要である。

また、旅行先や避暑地へ読みたい本を何

冊か持っていくときも軽くて便利だ。し

かし、こういう E ブックのメリットを十

分に享受するためには、読みたい本の大

半が E ブックで発行されている必要があ

る。 
そして、3～4 万円出して E ブック専用

の端末を買った人は、元を取るために、

本を買うときは紙の本でなく、より安いE
ブックでできるだけ買いたいと思うだろ

う。読みたい本が E ブックで買えなけれ

ば、専用端末の費用の回収が難しい。 
アマゾンは23万冊以上のEブックを揃

えているといい、ソニーの E ブックも約

10 万冊に達するという。両者とも、ホメ

ロス、プラトン、ダンテ、シェークスピ

アから、論語、コーラン、各種仏典まで、

古今東西の古典が英語の E ブックで読め

るようになっている。それに対して、日

本の XMDF は約 2 万冊、ドットブックは

数千冊ということで、ごく一部の本しか

揃っていない。両者とも、古今東西どこ

ろか、森鴎外、川端康成、三島由紀夫の

小説が 1 冊も読めない。 
iPod が音楽に聴き方に革命をもたらし

たように、E ブックは本の読み方に革命
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をもたらすべきものだ。そのためには、

iPod用の楽曲が iTunes Storeでバロック

音楽からラップまで買えるように、E ブ

ックの書店で、ホメロスや源氏物語から

新刊書まで何でも買える必要がある。 

 

パソコンとインターネットが主役 

現在、E ブックの入手方法には大きく

分けて 2 種類ある。 
一つは、インターネットを使ってパソ

コンに取り込み、パソコンで読むと同時

に、必要に応じて、専用端末やスマート

フォンなどに転送して読むものである。

米国のソニーやグーテンベルグ、日本の

XMDF、ドットブック、青空文庫などが

これに属する。 
もう一つは、携帯電話回線で携帯端末

に直接読み込むもので、アマゾンの「キ

ンドル（Kindle）」がこれに当たる。 
従来、各家庭には家族のアルバムが何

冊もあって、子供の成長する姿や家族旅

行の写真がそこに保管されていた。しか

し現在は、ディジタル・カメラで撮った

写真をハードディスクや DVD に保管し

ておき、見たいときにパソコンやテレビ

の画面で見る人が多い。また、従来レコ

ードや CD で保管していた音楽を、

iTunes のライブラリとしてパソコンに保

管している人も多いと思う。 

こういう生活スタイルが一般化すれば、

従来紙の本を書棚や書庫に保管していた

人が、今後は E ブックをハードディスク

や DVD で保管したいと考えるのはごく

自然だ。その方が保管スペースも取らず、

また本を探すのにも便利だからだ。 
このようにして、パソコンが各家庭の

データベースの主役になれば、本や楽曲

の購入はインターネット経由が基本にな

る。その方が携帯電話回線を使うより安

く高速だからだ。iPod の大成功の原因の

一つは、楽曲の購入と保管について、パ

ソコンとインターネットを主役にしたこ

とだと思う。 
キンドルの特長の一つはパソコンが不

要なことで、一部の人はこれを高く評価

し、また、ソニーもキンドルに対抗して

直接端末にダウンロードする機能を追加

する予定だという。しかし、このキンド

ルの特長は、上記のような理由で大きな

弱点でもある。今後市場はこれをどう評

価するだろうか？ 
現在、ここに記した三つの問題に関す

る限り、米国のソニーの E ブックが望ま

しい姿に最も近いように思う。しかし、

実際のビジネスの成否は、他の IT 分野と

同様、価格政策やオープン化への姿勢な

どの事業戦略に負うところが大きいと思

われる。

 


